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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 19日 (2006.5.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
切 断 材 料 を 固 定 す る 移 動 バ イ ス 及 び 該 移 動 バ イ ス を 設 け た ベ ー ス と 、
該 ベ ー ス の 一 端 に 設 け た ヒ ン ジ 、

前 記
ス ト ッ パ を

。
【 請 求 項 ２ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 は 、

こ と に よ り 達
成 さ れ る 。

と
該 ヒ ン ジ に 支 持 さ れ た ヒ ン ジ シ ャ フ ト を 回 転 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 自 在 な ア ー ム と 、
該 ア ー ム に 配 設 さ れ た 切 断 砥 石 、 該 切 断 砥 石 を 回 転 駆 動 す る モ ー タ ー 、 前 記 切 断 砥 石 及 び
前 記 モ ー タ を 覆 う 保 護 覆 い と を 有 す る 切 断 機 に お い て 、
前 記 ア ー ム に 第 １ の 凸 部 と 第 ２ の 凸 部 を 設 け る と 共 に 、 両 凸 部 に 当 突 可 能 な ス ト ッ パ を 設
け 、 前 記 ス ト ッ パ が 第 １ の 凸 部 に 当 突 し た 際 に は 前 記 切 断 砥 石 の 上 限 位 置 が 規 制 さ れ 、 第
２ の 凸 部 に 当 突 し た 際 に は 前 記 切 断 砥 石 の 下 限 位 置 が 規 制 さ れ る よ う に す る と 共 に 、

移 動 可 能 か つ 係 止 可 能 と し 上 限 位 置 、 下 限 位 置 を 同 時 に 調 整 可 能 と し た こ と を
特 徴 と す る 切 断 機

前 記 ス ト ッ パ は 、 前 記 ヒ ン ジ に 設 け ら れ た 長 穴 に 挿 通 さ れ て お り 、 該 長 穴 は 前 記 ヒ ン ジ シ
ャ フ ト を 中 心 と し た 円 弧 形 状 を し 、 前 記 ス ト ッ パ は 、 前 記 ヒ ン ジ シ ャ フ ト を 中 心 と し た 回
転 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 凸 部 及 び 前 記 第 ２ の 凸 部 間 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 切 断 機 。

ア ー ム に 第 １ の 凸 部 と 第 ２ の 凸 部 を 設 け る と 共 に 、 両 凸 部 に 当 突 可 能 な ス
ト ッ パ を 設 け 、 ス ト ッ パ が 第 １ の 凸 部 に 当 突 し た 際 に は 切 断 砥 石 の 上 限 位 置 が 規 制 さ れ 、
第 ２ の 凸 部 に 当 突 し た 際 に は 切 断 砥 石 の 下 限 位 置 が 規 制 さ れ る よ う に す る と 共 に 、 ス ト ッ
パ を 移 動 可 能 か つ 係 止 可 能 と し 上 限 位 置 、 下 限 位 置 を 同 時 に 調 整 可 能 と す る



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 切 断 砥 石 の 上 限 位 置 、 下 限 位 置 を 同 時 に 調 整 設 定 で き る よ う に し た の
で 、 切 断 砥 石 の 外 径 の 大 き さ が 変 化 し て も 、 切 断 砥 石 の 大 き さ に 応 じ た 最 大 の 切 断 材 料 が
切 断 で き 、 切 断 材 料 を 無 駄 な く 切 断 で き 、 上 限 位 置 と 下 限 位 置 の 調 整 が 容 易 に 行 な え る 。
ま た 、 同 時 に 上 限 位 置 も 変 化 す る の で 、 切 断 砥 石 と 切 断 材 料 の 距 離 を 最 短 に 保 つ 事 が で き
、 切 断 砥 石 を 上 方 に 上 げ る 作 業 お よ び 切 断 材 料 に 近 づ け る 作 業 性 を 良 く な り 、 作 業 能 率 が
良 く な る 。
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